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(57)【要約】
【課題】組立作業性の良好な照明器具を提供すること。
【解決手段】電球型のランプ１０が接続されるランプソ
ケット１１と、ランプ１０やランプソケット１１を覆う
ランプセード１２とを備え、電源コード１５が、ランプ
ソケット１１のコード接続端子１１３からランプセード
１２に開設されたコード挿通孔１２０を通じてランプセ
ード１２の外側へ延出される照明器具１であって、電源
コード１５に環設され且つランプソケット１１に嵌合固
定され、電源コード１５をランプソケット１１に抜け止
め状態で支持固定するコードブッシュ１６を備えたこと
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電球型のランプが接続されるランプソケットと、ランプやランプソケットを覆うランプ
セードとを備え、電源コードが、ランプソケットのコード接続端子からランプセードに開
設されたコード挿通孔を通じてランプセードの外側へ延出される照明器具であって、
　電源コードに環設され且つランプソケットに嵌合固定され、電源コードをランプソケッ
トに抜け止め状態で支持固定するコードブッシュを備えた、照明器具。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明器具において、
　コードブッシュは、電源コードを略Ｌ字状または略Ｓ字状に折曲させた状態でランプソ
ケットに支持固定させるように構成された、照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電球型のランプを光源とする照明器具、特に、電源コードをランプセードの
コード挿通孔から外側へ延出させた構成の照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スポットライトやペンダントライト、クリップライトなど、電球型のランプを光源とす
る照明器具において、電源コードをランプセードに開設されたコード挿通孔から外側へ延
出させたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ところが、上記構成の照明器具の場合、ランプセードを動かす度にコード挿通孔の周縁
部が電源コードの特定の部位に接触し、電源コードの断線や被覆の損傷を招く虞がある。
また、このものでは、電源コードに過剰な引張応力が加われば、電源コードとランプソケ
ットとの接続部に集中して負荷がかかり、接続部の断線を招く虞もある。
【０００４】
　これらの不具合を考慮して、従来、図７に示すように、電源コード５５の所定位置にコ
ードブッシュ５６を設け、このコードブッシュ５６をランプセード５２に開設されたコー
ド挿通孔５２０に嵌挿させることによって、電源コード５５をランプセード５２に抜け止
め状態で固定するように構成された照明器具５が提案されている（例えば、特許文献２お
よび３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－４２３０３号公報
【特許文献２】特開２００６－１２７９５３号公報
【特許文献３】特開平９－２４５５１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来の照明器具５では、組み立ての際に、ランプソケット５１に電
源コード５５を配線する作業や、ランプソケット５１をランプセード５２にねじ留め固定
する作業、電源コード５５に取り付けられたコードブッシュ５６をランプセード５２のコ
ード挿通孔５２０に嵌入させる作業を、それぞれ別々に行う必要があり、組立作業性が悪
かった。
【０００７】
　本発明は、上述の事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、組立作業性の良好な
照明器具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本発明は、電球型のランプが接続されるランプソケットと、ランプやランプソケットを
覆うランプセードとを備え、電源コードが、ランプソケットのコード接続端子からランプ
セードに開設されたコード挿通孔を通じてランプセードの外側へ延出される照明器具であ
って、電源コードに環設され且つランプソケットに嵌合固定され、電源コードをランプソ
ケットに抜け止め状態で支持固定するコードブッシュを備えたものである。
【０００９】
　このものでは、ランプソケットに設けられたコードブッシュによって電源コードが抜け
止め状態で固定されるから、組み立ての際に、ランプソケットに電源コードを配線する作
業と、ランプソケットにコードブッシュを取り付ける作業とを同時に行うことができる。
即ち、ランプセードのコード挿通孔にコードブッシュを嵌入させる手間がかからない。
【００１０】
　また、上記照明器具において、好ましくは、コードブッシュは、電源コードを略Ｌ字状
または略Ｓ字状に折曲させた状態でランプソケットに支持固定させるように構成される。
【００１１】
　このものでは、コードブッシュをランプソケットに嵌合固定させることで、電源コード
が略Ｌ字状また略Ｓ字状に折曲され、この折曲部分によってランプソケットに対して抜け
止め状態で固定されるから、電源コードをランプソケットに固定する手間も少ない。
【発明の効果】
【００１２】
　以上のように、本発明によれば、組立作業性の良好な照明器具を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施の形態に係る照明器具の一部分解斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る照明器具のランプセード周辺の側面視縦断面図である
。
【図３】本発明の実施の形態に係る照明器具のランプソケットの斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る照明器具のランプソケットの平面図である。
【図５】本発明の他の実施形態に係る照明器具のランプセード周辺の側面視縦断面図であ
る。
【図６】本発明の他の実施形態に係る照明器具のランプソケットの斜視図である。
【図７】従来の照明器具の一部分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　次に、上記した本発明を実施するための形態について、添付図面を参照しながら詳述す
る。
　図１に示すように、本発明の実施の形態に係る照明器具１は、電球型のランプ１０を光
源とするクリップライトであり、ランプ１０が接続されるランプソケット１１と、ランプ
１０やランプソケット１１を覆うランプセード１２とを備えている。また、ランプセード
１２の外側面には、先端にクリップ１４を有するアーム１３が連結されており、上記クリ
ップ１４を棚板や支柱など所望の位置に挟み付けて使用される。尚、本実施の形態では、
クリップ１４付きのアーム１３を備えたものを説明するが、本発明は、壁面に固定される
支持アームを備えたスポットライトや、天井に吊り下げられる吊り下げワイヤーを備えた
ペンダントライトにも適用できる。
【００１５】
　図１および図２に示すように、ランプソケット１１は、前端側（図１および図２におい
て、下側）にランプ取付口１１０を有する略円筒状に形成されており、上記ランプ取付口
１１０にランプ１０が螺合接続される。一方、ランプソケット１１の後端面１１１の中央
には、円柱状のねじ受け部１１２が立設されており、ランプセード１２の後壁１２１の外
側からねじ受け部１１２に固定ねじ１４を螺入し、ランプソケット１１をランプセード１
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２に固定させる。
【００１６】
　ランプソケット１１の後端面１１１におけるねじ受け部１１２の外周側には、ランプソ
ケット１１の内側に設けられた受金１１Ａおよび接触端子１１Ｂ（図２参照）に各別に連
結された一対のコード接続端子１１３が設けられている。また、コード接続端子１１３に
は、電源コード１５が接続されている。
【００１７】
　電源コード１５は、コード接続端子１１３からランプセード１２の後壁１２１に開設さ
れたコード挿通孔１２０を通じて外側へ延出されており、その終端には、図示しないが、
壁面等のコンセントに接続される電源プラグが設けられている。
【００１８】
　また、図３および図４に示すように、電源コード１５は、二本の導電線１５Ａ，１５Ｂ
で構成されており、そのうち一方の導電線１５Ａが受金１１Ａ側のコード接続端子１１３
Ａに接続され、他方の導電線１５Ｂが接触端子１１Ｂ側のコード接続端子１１３Ｂに接続
されている。
【００１９】
　ランプソケット１１の後端面１１１におけるねじ受け部１１２の外周側には、ねじ受け
部１１２との間に所定の間隙を存して柱状の突片１１４やリブ状の突片１１５が立設され
ている。導電線１５Ａは、コード接続端子１１３Ａから後端面１１１に沿って延設され、
ねじ受け部１１２と突片１１４との間隙に圧入保持されている。一方、導電線１５Ｂは、
コード接続端子１１３Ｂから後端面１１１に沿って延設され、ねじ受け部１１２と突片１
１５との間隙に圧入保持されている。従って、たとえ電源コード１５に過剰な引張応力が
加わっても、電源コード１５とコード接続端子１１３Ａ，１１３Ｂとの接続部に集中して
負荷がかからない。
【００２０】
　ランプソケット１１の周壁後端１１６には、電源コード１５の外周の所定範囲に環設さ
れる扁平円筒状のコード保持部１６０と、電源コード１５をランプソケット１１の後端面
１１１側に押さえつけた状態で保持するコード押さえ部１６１とからなるコードブッシュ
１６が設けられている。
【００２１】
　コード保持部１６０は、コード押さえ部１６１の上面（ランプセード１２の後壁１２１
に対向する面）１６２に一体形成されており、ランプソケット１１の後端側（図３におい
て、上側）へ向かって延設され、コード挿通孔１２０を通じてランプセード１２の外側に
突出している。即ち、コード保持部１６０は、電源コード１５とコード挿通孔１２０の内
周縁との間に介装される。
【００２２】
　図１、図３および図４に示すように、ランプソケット１１の周壁後端１１６には、コー
ドブッシュ１６を取り付けるための切欠部１１７が形成されている。一方、コード押さえ
部１６１の側面には、切欠部１１７の側縁形状に合致する溝部１６６が形成されており、
これら溝部１６６と切欠部１７７の側縁とが摩擦接合することによって、コードブッシュ
１６がランプソケット１１に固定保持される。
【００２３】
　図２に示すように、コード押さえ部１６１は、下方（ランプソケット１１の後端面１１
１側）に開放する異形筒状に形成されており、その内部空間は、コード保持部１６０の内
部空間に連通している。また、コード押さえ部１６１の側壁１６３の下端で且つランプソ
ケット１１のねじ受け部１１２との対向位置には、電源コード１５の挿通孔となる切欠孔
１６７が設けられており、電源コード１５は、ランプソケット１１の後端面１１１と切欠
孔１６７の上縁（ランプソケット１１の後端面１１１に対向する端縁）とで挟持された状
態で、コード保持部１６０の内部空間を通ってランプソケット１１の後端側へ延出される
。即ち、コードブッシュ１６をランプソケット１１に嵌合固定させたとき、電源コード１
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５は、コードブッシュ１６の内部にて略Ｌ字状に折曲され、この折曲部分によってランプ
ソケット１１に抜け止め状態で固定される。
【００２４】
　また、コード押さえ部１６１の側壁１６３の下端は、ランプソケット１１の後端面１１
１に当接し、コード押さえ部１６１の上面１６２は、ランプセード１２の後壁１２１に面
接触している。即ち、ランプソケット１１をランプセード１２に固定させた際、コード押
さえ部１６１は、ランプソケット１１の後端面１１１とランプセード１２の後壁１２１と
の間に挟持され、これにより、コードブッシュ１６がランプソケット１１に対して一層強
固に固定保持される。
【００２５】
　このように、上記照明器具１によれば、ランプソケット１１に設けられたコードブッシ
ュ１６によって電源コード１５が抜け止め状態で固定されるから、組み立ての際に、ラン
プソケット１１に電源コード１５を配線する作業と、ランプソケット１１にコードブッシ
ュ１６を取り付ける作業とを同時に行うことができる。即ち、ランプセード１２のコード
挿通孔１２０にコードブッシュ１６を嵌入させる手間がかからない。よって、組立作業性
の良好な照明器具を提供できる。
【００２６】
　また、このものでは、コードブッシュ１６をランプソケット１１に嵌合固定させること
で、電源コード１５がコードブッシュ１６の内部にて略Ｌ字状に折曲され、この折曲部分
によってランプソケット１１に対して抜け止め状態で固定されるから、電源コード１５を
ランプソケット１１に固定する手間も少ない。よって、組立作業性の一層良好な照明器具
を提供できる。
【００２７】
　さらに、このものでは、電源コード１５が上記折曲部分によってランプソケット１１に
抜け止め状態で固定されるから、たとえ電源コード１５に過剰な引張応力が加わっても、
電源コード１５とコード接続端子１１３Ａ，１１３Ｂとの接続部に集中して負荷がかから
ない。よって、上記接続部の断線も生じ難い。
【００２８】
　また、このものでは、コードブッシュ１６のコード保持部１６０が、電源コード１５と
ランプセード１２のコード挿通孔１２０の内周縁との間に介装されているため、ランプセ
ード１２が動かされても、コード挿通孔１２０の周縁部は、電源コード１５の外周面に接
触しない。よって、電源コード１５の断線や被覆の損傷も生じ難い。
【００２９】
　尚、上記実施の形態では、コードブッシュ１６のコード保持部１６０がランプソケット
１１の後端側へ向かって延設されたものを説明したが、図５および図６に示すように、コ
ードブッシュ１６のコード保持部１６０がランプソケット１１の外周方向へ延設されたも
のとしてもよい。詳述すると、本実施の形態における照明器具１のコード保持部１６０は
、コード押さえ部１６１の側壁１６３に一体形成されており、ランプソケット１１の外周
側へ向かって延設され、ランプセード１２の周面に形成されたコード挿通孔１２０を通じ
てランプセード１２の外側に突出している。また、コード保持部１６０の内部空間は、コ
ード押さえ部１６１の側壁１６３の下端に設けられた切欠孔１６７の上縁より上方位置（
図５において、上側）からランプソケット１１の外周側へ向かって形成されており、電源
コード１５は、ランプソケット１１の後端面１１１と切欠孔１６７の上縁とで挟持された
状態で、コード保持部１６０の内部空間を通ってランプソケット１１の外周側へ延出され
る。即ち、コードブッシュ１６をランプソケット１１に嵌合固定させたとき、電源コード
１５は、コードブッシュ１６の内部にて略Ｓ字状に折曲され、この折曲部分によってラン
プソケット１１に対して抜け止め状態で固定される。これにより、上記実施の形態と同様
の作用効果を奏する。
【００３０】
　また、上記実施の形態では、コードブッシュ１６のコード押さえ部１６１に設けられた
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溝部１６６と、ランプソケット１１の周壁後端１１６に設けられた切欠部１７７の側縁と
が摩擦接合することによって、コードブッシュ１６がランプソケット１１に固定保持され
るように構成されたものを説明したが、コードブッシュ１６のコード押さえ部１６１に設
けられた凸部と、ランプソケット１１の周壁後端１１６に設けられた凹部とを嵌合させる
ことによって、コードブッシュ１６がランプソケット１１に固定保持されるように構成さ
れたものとしてもよい。
【符号の説明】
【００３１】
１　　　照明器具
１０　　ランプ
１１　　ランプソケット
１１３　コード接続端子　
１２　　ランプセード
１２０　コード挿通孔
１５　　電源コード
１６　　コードブッシュ
１６７　切欠孔

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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